
Empowerソフ トウェア SystemsQTのMP
1 Empowerソフ トウェアのメンテナンス

手順

以下で説明する メンテナンス手順を必ず定期的に実行する標準操作手順を定めて、遵守するこ とを強
くお勧めします。ただし、手順の実行の有無に関わらず、Watersはシステムの損傷やデータの喪失に責任

を負いません。

1.1 メンテナンス手順の範囲

メ ンテナンス手順を実行し、以下のメンテナンス作業を定期的に実行するガイ ド ラ インを確立する必
要があ り ます。

• ウ ィルスチェッ クの実行

• ハードディ スク ド ラ イブのインテグ リティの検証

• データのバッ クアップ

1.2 予備メンテナンスの手順

以下のソースで推奨されているスケジュールに従って、システムコンポーネン トのメ ンテナンス手順
を実行します。

• ハード ウェアについては、該当するハード ウェアのマニュアルを参照して ください。

推奨事項：コンピュータ技術は急速に進化しているため、コンピュータのハード ウェアを、3年ご

とまたは保証の対象とならない重大な修理が必要になった場合は必ず、アップグレード して く
ださい。

• ソフ ト ウェアの場合、ソフ ト ウェア関連のバックアップに関する情報については、該当するEmpower
のオンラインヘルプまたはシステム管理者ガイ ドを参照して ください。

1.3 ウィルスチェ ックの実行

サードパーティ製のウ ィルスチェッ ク ソフ ト ウェアを定期的に使用して、Empowerパーソナルワーク

ステーシ ョ ン、ワークグループ、ワークグループのセカンダ リPC、ク ライアン ト、エンタープライズサー

バー、あるいはLAC/E32™
モジュールソフ ト ウェアでウ ィルスを検索し、ディ スクのインテグ リティ を検

証します。
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1.4 ハードディスク ド ライブのインテグリテ ィの検証

システムの減速などのシステムのパフォーマンスの問題を防ぐために、Empowerパーソナルワークス

テーション、ワークグループ、ワークグループのセカンダリPC、クライアン ト、エンタープライズサーバー、

あるいはLAC/E32
モジュールのソフ ト ウェアで、定期的にディ スク分析ユーティ リ ティ を実行します。

結果がハード ド ラ イブのフラグ メ ン ト化を示していたら、サードパーテ ィ製のディ ス クユーテ ィ リ
ティ ソフ ト ウェアを使用して、ド ラ イブのデフラグメン ト を行います。デフラグメン トユーティ リ ティ
を実行する前に、ハード ド ラ イブの製造者のマニュアルやオペレーティングシステムのマニュアルを
参照して ください。

必要条件：デフラグメン トユーティ リ ティ を実行する前に、必ずハード ド ライブ全体をバッ クアップし
ます。

1.5 Empowerソフ トウェアのバックアップ

プロジェク ト （データおよびデータベース）の喪失を確実に防止するために、Empowerパーソナルワーク

ステーシ ョ ン、ワークグループ、ワークグループのセカンダ リ PC、ク ラ イアン ト、エンタープライズサー

バー、あるいはLAC/E32
モジュールのソフ ト ウェアシステムのプロジェク トおよびデータベースを、テー

プやディ スク ド ラ イブなどの適切なス ト レージメディアに、定期的にバッ クアップします。システムや
データベースに障害がある と、バッ クアップとバッ クアップの間に取り込んだデータが失われる可能
性があ り ます。データが重要であればあるほど、よ り頻繁にバッ クアップします。

1.5.1 プロジェク トのバックアップ

書式1-1またはその他の適切なログで、各プロジェク トのバッ クアップを記録します。

関連項目：プロジェク トのバッ クアップの詳細については、Empowerオンラインヘルプの「プロジェク

トのバッ クアップと リ ス ト ア」を参照して ください。

1.5.2 データベースのバックアップ

書式1-1またはその他の適切なログで、各データベースのバッ クアップを記録します。

関連項目：ワークステーシ ョ ンのデータベースのバッ クアップの詳細については、Empowerオンライン

ヘルプの「Empowerデータベースのバッ クアップ」を参照してください。サーバーのデータベースのバッ

クアップの詳細については、『ク ラ イアン ト /サーバ システム管理者ガイ ド』の「Empowerデータベース

のバッ クアップ」のセクシ ョ ンを参照して ください。
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1.6 Empowerソフ トウェアのメンテナンス

適格性評価バインダーのシステムログに、Empowerパーソナルワークステーシ ョ ン、ワークグループ、

ワークグループのセカンダ リ PC、ク ラ イアン ト 、エンタープライズサーバー、あるいはLAC/E32
モ

ジュールのソフ ト ウェアシステムコンポーネン ト で実行したメンテナンス（定期的メ ンテナンス手順
および修理サービスを含む）の記録をま とめます。

書式1-1 システムプロジェク トおよびデータベースのバックアップログ

装置名

（パーソナル、クライアン ト、サーバー、ワークグループ、またはLAC/E32
取り込みサーバー）

製造者

モデル

オペレーティング
システム名と リビ
ジ ョ ン番号

CPUのシリアル
番号または
オーナーID

日付 プロジェク トまたはデータベースの名前 バックアップ先の場所 簡易署名と日付
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日付 プロジェク トまたはデータベースの名前 バックアップ先の場所 簡易署名と日付

書式1-1 システムプロジェク トおよびデータベースのバックアップログ（続き）
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